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[目的]　LPTや加速度計により、トレーニング現場においてエクササイズ中に発揮される筋力・

スピード・パワー等々のデータをリアルタイムに取得することが普及しつつある。その結果、

それらのデータを指導者がチェックし選手にフィードバックすることが可能となりトレーニン

グの効率と効果が向上することが確認されている。しかしながら、テニス、野球、ゴルフ、投

擲等々に必要と考えられる体幹や股関節の回旋系エクササイズや上肢による投射系エクササイ

ズ中に発揮される筋力・スピード・パワーについては、これまで客観的なデータをリアルタイ

ムに得ることは困難であった。しかし、三軸加速度計と三軸ジャイロスコープを組み合わせた

微少電力センサーをディシンボール（MB）内部に埋め込み、データをBluetoothで外部通信

機器に無線送信することによって、MBに加えられた力、スピード、パワー値をリアルタイム

で取得する事が可能であると考えられる。本研究の目的は、新たに開発されたMBを用いて、

MB投げにおけるそれらの値を比較検討することが可能かどうかを確かめることであった。

[方法]　7～12歳の男女158名に対し、ランダムに1㎏または1.5kg、直径25cmのBallistic Ball 
TM（Assess2Perform,  Boulder, CO USA）を、投射方向に対して90度横向きに構えたローテー

ショナルサイドスローを実施させた。左右それぞれ2̃3回の練習後、任意の方向でカウンター

ムーブメントを用いずに全力で投げさせ、iPodの専用アプリによりピークフォース（PF）、ピー

クスピード（PS）、ピークパワー（PP）を表示させ記録した。データは各年齢のbox plotを作

成し、そのIQRの1.5倍以上を超える値をアウトライヤーとして除外した後、年齢によって低

学年、中学年、高学年の3学年グループに分け、男子と女子、ボール質量の3要因の分散分析

を行い、有意差が認められた場合にTukey HSD法による多重比較を行った。

[結果]　アウトライヤー除去後のサンプル数は145、1kgボール使用79、1.5kgボール使用66 で

あった。PFに関しては、学年が高いほど大きな値を示し、その差は中学年と高学年との間を

除いて有意であった。また男子は女子より全ての学年で有意に大きな値を示したが、ボール質

量に関しては有意差が見られなかった。PSは学年、性別、ボール質量のすべてに主効果が認

められ高学年ほど、また男子は女子よりも大きな値を示し、1kgボールは1.5kgボールよりも

大きな値を示した。これらに交互作用は認められなかった。PPに関しては全ての学年間に有

意な差が見られ、高学年ほど大きな値を示し、男子は女子よりも、また1kgボールが1.5kgボー

ルよりも大きなパワー値を示した。

 [考察]　ボール質量によるPFの差はなかったが、PSにおいて1kgの方が有意に大きな値を示

したことがPPにおける1kgボールでの高値に関係していると思われ、児童期においてはこの質

量差ではPFが同じでも軽量ボールの方が高いパワーを発揮できることが明らかとなった。PF、

PS、PPともに学年間、男女間の有意差が認められたことから、一般的なこの年代の運動能力

の年齢及び性別による差を反映したものとみなすことができ、MB投げにおけるPF、PS、PP

を回旋系および上肢の運動能力を同定する手段として活用可能であると思われる。

【現場への提言】本研究はMB投げにおける力、スピード、パワーをリアルタイムで測定した

世界で最初の試みである。今後、体幹、股関節の回旋系動作や上肢の水平面や斜面上のエクサ

サイズにおいて、本研究で用いたようなMBによる客観的データを瞬時に取得することで、こ

れまで以上に高いトレーニング効果を生み出す事が可能となるだろう。


